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１．はじめに 
 今日，日本全国には約 20 万箇所の溜池がある。特に兵庫県の溜池の数は全国で一番多く
約５万４千箇所の溜池がある。このように日本には多くの溜池がある。 
 これらの溜池は，稲作の広まりとともに発展してきた。しかし，溜池の築造は簡単に進
んだわけはない。兵庫県加古郡稲美町にある入ヶ池には，工事が難航していた際に，神の
お告げをうけて，美女を人柱にした結果，無事に溜池が完成したという伝説が残っている。
他にも東播磨地域には溜池にまつわる伝説が多数残っている。 
 このような伝説が残っているのは東播磨地域の気候や地形の特殊性によるものであり，
その地域に伝説には傾向があるのではないかと考えた。本研究では，明石市・加古川市・
高砂市・西脇市・三木市・小野市・加西市・加東市・稲美町・播磨町・多可町の８市３町
を東播磨地域と定義し，研究の対象地域とする。そしてそれらの市町村の図書館を訪れ，
OPAC システムを用い，「東播磨・伝説・民話」で書籍の検索を行う。そしてヒットした文
献から溜池にまつわる伝説を探す。探す際には，伝説のタイトル，もしくは物語の中に「池」
や「ため池」という言葉が表記されているかを基準とする。そして収集した伝説を文字化
し，引用した書籍ごとに並べた伝説リストを作成する。それを基に東播磨地域に残る伝説
の傾向を明らかにするのが本研究の目的である。それに加え伝説の残る溜池で，現地の人々
に「〜池にまつわる伝説を聞いたことがあるか」など，事前に用意した質問を中心に聞き
取り調査を行い，伝説を示す看板の有無など，現地の状況と関連づけることで伝説の認知
度に関する考察も行う。 
 
２．研究対象地域の概要 
 本研究における東播磨地域は，明石市・加古川市・高砂市・西脇市・三木市・小野市・
加西市・加東市・稲美町・播磨町・多可町の 8 市 3 町で構成されており，兵庫県南部のほ
ぼ中央に位置し，県内の他地域（神戸・阪神・西播磨・但馬・丹波・淡路）のすべてと隣
接している（淡路は瀬戸内海を挟んで接している）。また，日本の標準時子午線である東経
135 度の経線が当地域を貫いている。本研究における東播磨地域の位置を図１に示めす。 
 地形的にも変化に富んだ同地域は北部が山地であり中南部には台地や播磨平野が広がっ
ている。この台地については，三田市周辺から続くものであり，いなみの台地，青野ヶ原
台地などが同地域に属している。 
 また，気候の面で見ると，瀬戸内式気候の代表といえる地域であって，明るく穏やかで，
大雨，高潮などの自然災害の要因も少ない。日本の平均気温，年間降水量の平年値はそれ
ぞれ 15.4℃，1,715mm となっているが，それと比べると，気温はほぼ変わらず，降水量は
1,000mm 程度となっており，降水量の少ない地域となっている。 
 これらの要因から同地域は水不足に悩まされてきた。その水不足を解消するために造ら
れたのが溜池である。いなみの台地には県内最大の貯水面積を誇る加古大池や，675 年に
築造されたとされる兵庫県で最も古い天満大池など，およそ 600 の溜池が存在する。 
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３．溜池に残る伝説 
 日本でも有数の溜池密集地域とされている同地域の溜池には興味深い伝説が残されてい
る。各市町村の図書館の OPAC システムで書籍の検索を行ったところ，合計８冊の文献がヒ
ットした。そして，それらの文献に載っている伝説の中から「ため池」という言葉が記載
されている作品を集めたところ，16 箇所の溜池にまつわる，29 作品の伝説が集まった。 
 伝説の残る 16 の溜池を市町村別に挙げる。明石市・高砂市・西脇市・播磨町・多可町の
3 市 2 町については，該当する溜池を見つけることが出来なかった。加古川市には，野口
町に駅ヶ池，志方町に蛇ヶ池(旧助永池)の 2 つの池がある。三木市には，大塚町にそうけ
池(宗賢池)，吉川町に福地池の 2 つの池がある。小野市には山田町に鶴池と亀池の 2 つの
池がある。加西市には満久町に赤坂池，河内町に蟹ヶ池，西横田町に才の池の 3 つの池が
ある。加東市には社町に王子ヶ池とかなし池と多田池(藤田池)，滝野町に乳池，東条町に
はとこ池の 5 つの池がある。稲美町には天満大池と入ヶ池の 2 つの池がある。それらの溜
池の中には現在も残っている溜池と残っていない溜池がある。『ため池台帳』（2002，農林
水産省）を使いそれらの溜池の同定作業を行ったところ，16 箇所の溜池のうち，三木市の
そうけ池，加西市の蟹ヶ池，加東市のかなし池・多田池・乳池・はとこ池は同定すること
ができなかった。表１で，同定することができた溜池は「○」，できなかった溜池は「☓」
で示す。同定できなかった理由して考えられるものを３つ挙げる。１つ目は工業化・都市
化のためにそれらの溜池が潰廃されてしまったこと，２つ目は伝説上で語られている溜池
の名前が，調査が行われた時に現地で呼ばれていた呼び名と異なっていた，またはその名
前が変わってしまったこと，３つ目は，農林水産省が定める，「灌漑を目的とした受益面積
２ha 以上のため池」という定義に当てはまらなかったことである。 
図１ 東播磨地域の位置 
出所 筆者作成 
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 同定できた溜池とできなかった溜池はあるが，それらの溜池には興味深い伝説が残され
ている。池を守る竜や蛇など，池の主に関するものや，池が造られる過程や，その名前が
どのように決まったかなど，池の由来に関するものなどジャンルは様々である。表１でそ
れぞれの溜池に残る伝説のジャンルを示す。 
 溜池にまつわる伝説が繰り広げられている場所で，「池のあたり」と「池の中」に分けた
時，これらの伝説には傾向が見られる。表１で，それぞれの池の伝説がどちらに当たるか
を示す。 
 「池のあたり」で伝説が繰り広げられている作品は 29 作品中 19 作品で全体の 65％であ
った。ここで注目すべき点は，「池のあたり」の伝説 19 作品中 14 作品が池の由来に関する
ものであるという点だ。「池の中」で繰り広げられる伝説には池の由来に関する話がないこ
とから，「池のあたり」で起こる伝説が池の由来となることが多い傾向にあることがわかる。 
 「池の中」で繰り広げられている伝説は 10 作品と「池のあたり」の伝説と比べると数は
少ないが，注目すべき点がある。「池の中」の伝説は竜や蛇など，池を守る主に関わる物語
になっている。また，10 作品のうち８作品が雨乞いに関する物語になっている事がわかっ
た。才の池と蛇ヶ池の伝説がそれに当たる。そしてこの２つの溜池にまつわる伝説は，複
数の書籍に記載されているということも明らかになった。この点が東播磨地域の溜池に残
る伝説の特徴を示していると考える。伝説というものが，その土地に住む人々の本質や思
想を反映させたものであると考えると，複数の文献で雨乞いに関する伝説が残されている
ことは，これらの伝説を後世に伝えようとする先人の気持ちの現われではないだろうか。
東播磨地域において「雨」というのがいかに大切であったかを伺うことができる。 
 
 
表１ 伝説の残る溜池一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出所 収集した伝説より筆者作成 
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 ４．伝説の残る溜池の現在 
 本研究では伝説の残る溜池 16 箇所のうち同定できた 10 箇所の溜池でフィールドワーク
を行った。現地の人々を対象に「〜池に関する伝説を」知っているかなど，事前に用意し
た質問を中心に聞き取り調査を行った。また，伝説を示す看板等の有無の調査も行った。
その結果を示す。10 箇所の溜池のうち，駅ヶ池・鶴池・亀池・蛇ヶ池・入ヶ池の５箇所の
溜池には伝説を示す看板が立っていた。その例として，鶴池・亀池の看板を写真１に示す。
伝説の残る溜池のうち，それを示す看板が立っている溜池で聞き取り調査を行った所，看
板が立っていない残りの５箇所に比べると伝説の認知度が高いことが明らかになった。駅
ヶ池の伝説に関しては，加古川市の教育委員会が看板を建てていた。伝説というものを教
育の面から活かそうとする働きがあることも明らかになった。しかし，看板などが立って
いない溜池で聞き取り調査を行うと，殆どの人が伝説を知らなかった。実際，溜池の周り
を歩いていても伝説の面影もなかったため，このまま放っておくとこれらの溜池にまつわ
る伝説は風化していってしまうと感じた。先人の思いのつまった伝説を後世に残すために
は，駅ヶ池のように教育によって子どもたちに伝えるという手段も有効になると考える。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ 鶴池・亀池の看板 
出所 筆者撮影(2016(平成 28)年３月 12 日) 
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 ５．おわりに 
 本研究において，東播磨地域の溜池に残る伝説の傾向と，それらの溜池の現在の様子や
伝説の認知度が明らかになった。しかし，基準を設けたために 16 箇所の溜池にまつわる
29 作品の伝説しか集めることができなかった。もっと多くの伝説を集めることができれば
新しい傾向を明らかにすることができるかもしれない。今後は，基準にとらわれることな
く，生涯の研究として溜池にまつわる伝説を集めたい。また，第４章でも述べたが，伝説
を示す看板がない溜池では伝説の認知度が低いことが明らかになった。私はこれらの伝説
を後世に伝えることが大切であると考える。教師になる者として，溜池にまつわる伝説を
使った授業を考え，教育に活かすことも考えたい。 
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